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第 6章	 障害福祉に関する市民意識調査の概要 

 

田邊	 浩 

 

1	 調査の目的	 

	 「障害福祉計画」を策定し，「白山市差別のない街づくり事業」を推進するための基礎資

料とする目的で今回の調査は企画されたのだが，障害のある当事者を調査対象者とするの

みならず，広く白山市民を対象とした調査も実施した．それは，障害者福祉を前進させる

ためには，全体としての市民の理解や支えが重要である，という考えによるものである．

とくに，障害者差別解消法がまもなく施行されるということもある．そのために，「障害」

や「差別」ということに関する市民の意見や考えを調べることを目的として，白山市にお

住いの方々を対象とした「市民意識調査」も実施した．  

 

2	 調査の方法	 

	 市民意識調査では，白山市にお住まいの 20歳以上 80歳未満の市民 1500人を対象とした．

白山市は，平成 17年 2月 1日に松任市，美川町，鶴来町，河内村，吉野谷村，鳥越村，尾

口村，白峰村が合併して誕生したものである．松任などの都市部と白山麓のかつての村で

は状況の違いが大きいため，地域で層化した比例割当で対象者の抽出を行った．抽出した

これら 1500名の対象者の方々に，調査票を用いた郵送法によって調査を実施した．期間は

平成 26 年 10 月 2 日に発送し，10 月 14 日を締め切りとした．第一次締め切りの後，一度

督促状を送付し，10 月 20 日を締め切りとして再度回答をお願いした．結果として，有効

回収数は，回収率はであった． 

	 この調査では，市民の障害というものに関する考えや意見，障害のある方々との関わり，

障害者福祉に関する望ましいあり方，また障害者に対する差別などについて尋ねた．  

 

3	 回答者の基本的属性	 

3.1	 性別	 

	 回答者の属性は以下のとおりある．まず性別であるが，図 1のとおりである．男性が 41％

程度，女性 59％程度であり，女性の回答者のほうがかなり多くなっている．わたしたちは，

2011年にも同様な方法で白山市において調査を実施しているが，その時は男性の回答者は
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43％であったので，今回の調査ではそれよりも男性の回答者が少なくなっている． 

 

図 1	 回答者の性別	 

 

3.2	 年齢	 

	 年齢層では 20 代が約 8％程度であり，他の年齢層より低くなっている（図 2）．もとも

とこの年代は他の年齢層に比較して人口も少なくはなっている．回答してくれる人も少な

くなっているが，若年層で低い回収率になることは一般的によく見られる傾向である． 

 
図 2	 回答者の年齢	 

 

3.3	 地域	 

	 図 3 にみられるとおり，居住地域では，6 割を越える市民が松任地区である．次いで，

鶴来地区が 2割，美川地区が 1割である． 
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図 3	 回答者の居住地域	 

 

3.4	 学歴	 

	 学歴は図 4のようになっているが，高校卒業までの人が 6割弱である．大学卒・大学院

修了の方は約 2割となっている．  

 
図 4	 回答者の学歴	 

 

3.5	 職業	 

	 回答者の 3分の 2は有職の方であり，3分の 1の方が無職ないし学生の方であった（図

5）． 
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図 5	 回答者の職業の有無	 

 

3.6	 個人所得	 

	 最後に，回答者の所得分布については，図 6のとおりである．70〜150万円未満がもっ

とも多く，ほぼ回答者の 4 分の 1 となっている．次いで，150〜250 万円未満が 17.5%，

250〜350万円未満が 15.6％となっている． 

 

図 6	 回答者の個人所得	 
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